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凹四角形 ABCDにおいて，AB＝CD＝12， 

∠DAB＝45°，∠ABC＝75°，∠BCD＝15° 

であるとき，四角形の面積を求めよ。 

 

  

（解 1） 

CD の延長と AB との交点を H とすると，∠CHB＝

90°であるから，⊿AHDは直角二等辺三角形となる。 

いま，AH＝HD＝ xとおくと，BH＝ x12 ，CH＝

x12 であるから， 

⊿HBCにおいて，
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15tan1

15tan112
x  

ここで， 32
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であるから 
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S＝⊿AHD＋⊿HBC 
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（解 2） 

ADの延長と BCとの交点を E，Dから BCに下ろし

た垂線の足を Fとする。∠BEA＝60°であるから， 

⊿ABEに正弦定理を適用すると， 
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より BE＝ 64  

⊿CDFにおいて， 

DE＝ 15sin12 より， 

FE＝ 
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また，FC＝ 15cos12 であるから 

EC＝FC－FE＝     646015sin23415cos315sin3415sin3415cos12   

よって 

S＝⊿ABE＋⊿CDE 
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【誤答の不思議】 

⊿ABDが直角二等辺三角形になる（誤認）ので， 

BD＝ 26
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∠ABD＝45°，∠DBC＝30°より∠CDB＝135° 

S＝⊿ABD＋⊿DBC 
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